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高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関するこれまでの経緯



高齢者の健康状態の特性等について



後期高齢者医療制度における保健事業の現状について



保健事業と介護予防の現状と課題



健康寿命延伸に向けた取組

1.健康格差の解消により，2040年までに健康寿命を3年以上延伸，平均寿命との差の縮⼩を目指す。
2.重点取組分野を設定，２つのアプローチで格差を解消。

①健康無関心層も含めた予防・健康づくりの推進
・多様な主体の連携により，無関心層も含めた予防・健康づくりを社会全体で推進。

②地域間の格差の解消
・健康寿命には，大きな地域格差があり，地域ぐるみで取り組み，格差を解消。

重点取組分野

①次世代の健やかな生活習慣形成等（健やか親子施策）
②疾病予防・重症化予防（がん対策・生活習慣病対策等）
③介護・フレイル予防（介護予防と保健事業の一体的実施）

介護・フレイル予防

●介護予防（口腔・運動・栄養等のフレイル対策含む）と生活習慣病等の疾病予防・重症化予防を
一体的に実施する枠組みの構築

●実施拠点として，高齢者の通いの場の充実，認知症カフェの更なる設置等，地域交流の促進
目指す2040の姿

身近な地域で生活機能低下防止と疾病予防・重症化予防のサービスが一体的に受けられる。



順位 国名 健康寿命 平均寿命
健康寿命と
平均寿命の

差

1 シンガポール 76.2 82.9 6.7

2 ⽇本 74.8 84.2 9.4

3 スペイン 73.8 83.1 9.3

4 スイス 73.5 82.9 9.8

5 フランス 73.4 83.3 9.5

世界の健康寿命と平均寿命の差（WHO2016資料）



事業の企画・調整等
①KDBシステムを活用した分析による，課題に対し，事業全体の企画・調整・分

析を⾏う。

②庁内外の関係者間での課題の共有や地域の関係団体等との連携を進める。

③通いの場における実施状況等の情報，参加者の状況を把握し，積極的な関与を
⾏う箇所や回数を含めた事業計画の策定をする。

広域連合が示す事業内容（保険者の事業）



1 高齢者に対する個別的支援（アからウのいずれか１つ以上）
ア 低栄養防止・重症化予防事業

（a）栄養・口腔・服薬に関わる相談・指導
（b）生活習慣病等の重症化予防に関わる相談・指導

イ 重複・頻回受診者，重複投与者等への相談・指導取組
ウ 健康状態が不明な高齢者の状態把握，必要なサービスへの接続

2 通いの場等への積極的な関与等（アからウの全て）
ア フレイル予防の普及啓発活動や運動・栄養・口腔等のフレイル予防などの

健康教育・健康相談
イ 後期高齢者の質問表などを活用し，フレイル状態にある高齢者を把握し，

状態に応じた保健指導や生活機能向上に向けた支援
ウ 通いの場等における取組において把握した高齢者の状況に応じて，健診や

医療への受診勧奨や介護サービスへの利用勧奨

広域連合が示す事業内容（高齢者に対する事業）



令和２年度受託市町村の取り組み状況



令和２年度受託市町村の取組内容（複数回答可）





守谷市の現状守谷市の現状守谷市の現状守谷市の現状
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国⺠健康保険の事業（国保年⾦課）
メタボリックシンドローム対策

●特定健康診査
●人間ドック・脳ドック助成
●特定保健指導

（動機付け支援・積極的支援）
●糖尿病性腎臓病重症化予防事業

後期高齢者医療の事業（国保年⾦課）
●健康診査
●人間ドック・脳ドック助成

40歳 65歳 75歳

介護保険の介護予防・日常生活支援総合事業等（介護福祉課〈健幸⻑寿課〉）
●一般介護予防事業（住⺠主体の通いの場）

シニアクラブ，サロン，シルバーリハビリ体操など
●介護予防・生活支援サービス事業

訪問型サービス（訪問⼊浴介護，訪問介護，訪問看護，リハビリ，管理指導等）
通所型サービス（デイサービス，デイケア，リハビリテーション）
生活支援サービス（⾷の⾃⽴支援サービス〈配⾷・料理教室〉，軽度生活援助など）
生活予防事業（ケアマネジメント〈居宅介護支援・介護予防支援〉

●重症化予防（栄養に関わる相談・指導 R１〜75歳のみ実施）

そ
の
他

保健事業（保健センター）
●ミニドック健康診査・がん検診（40歳〜肺がん・胃がん・大腸がん／50歳〜前⽴腺がん）
●保健指導【健診結果相談会】（40歳から〈後期高齢者医療含む〉）

40歳未満対象の健康診査

スマホdeドック（在宅血液検査） 39歳対象

40歳未満対象の健康診査 19歳～39歳の健康づくり健康診査



市の役割
1 全庁的な検討体制の確⽴と庁内各部局間の連携

①後期高齢者医療担当，国保担当，介護担当，保健事業担当が一体的実施の目的を共有
②各事業の位置づけを検討（地域づくり・まちづくりの視点）
③基本的な方針の作成（連携体制，事業内容，個人情報の取扱いなど）

2 広域連合・都道府県・他市町村との調整
人材確保の方策（専門職：保健師）や地域医療関係団体との調整について広域連合，都道府県等との
具体的な調整

3 関係団体等との連携
事業の企画段階から地域の医療関係団体等の協⼒を得つつ，適切に事業を展開する。
⇒医療機関関係団体等：取⼿市医師会，取⼿・守谷・利根糖尿病性腎臓病重症化予防対策推進協議会

4 保険者協議会との連携
保険者協議会等の機会を活用し，国保等他の医療保険者との間で課題を共有する。
⇒守谷市国⺠健康保険運営協議会



守谷市の主管は？
① 後期高齢者医療担当
② 保健事業担当
③ 介護保険担当
④ 介護予防担当
⑤ 国⺠健康保険担当

市町村に求められている役割から
市の役割の1，3，4は，どの部署も可能
しかし，２の広域連合との調整は後期高齢者医療担当であることから

主管は後期高齢者医療担当



守谷市が⾏っていく事業
1 高齢者に対する個別的支援（アからウのいずれか１つ以上）

ア 低栄養防止・重症化予防事業
（a）栄養・口腔・服薬に関わる相談・指導

⇒栄養・口腔は健幸⻑寿課で既存事業実績あり
（b）生活習慣病等の重症化予防に関わる相談・指導

⇒国⺠健康保険での対象者を引き続きフォローアップ
ウ 健康状態が不明な高齢者の状態把握，必要なサービスへの接続

⇒ＫＤＢから抽出可能（現在の対象者207人）

2 通いの場等への積極的な関与等（アからウの全て）
ア フレイル予防の普及啓発活動や運動・栄養・口腔等のフレイル予防な

どの健康教育・健康相談
イ 後期高齢者の質問表などを活用し，フレイル状態にある高齢者を把握

し，状態に応じた保健指導や生活機能向上に向けた支援
ウ 通いの場等における取組において把握した高齢者の状況に応じて，健

診や医療への受診勧奨や介護サービスへの利用勧奨
通いの場：シニアクラブ，サロン



⽇常生活圏域

シニアクラブ 1

サロン 4

シニアクラブ 3

サロン 4

シニアクラブ 3

サロン 4 シニアクラブ 5

サロン 10

シニアクラブ 4

サロン 12
シニアクラブ 3

サロン 1



各課の事業
担当部署 事業項目

国保年⾦課（後期高齢者医療）
企画，事業検討，保健事業，調査分析，関係団体との調整，広域連合との
調整，フレイル予防，糖尿病性腎臓病重症化予防事業，通いの場との調整，

国保年⾦課（国⺠健康保険）
保健事業，関係団体との調整，調査分析，糖尿病性腎臓病重症化予防事業，
企画（国⺠健康保険被保険者対象）

健幸⻑寿課
企画，事業検討，保健事業，関係団体との調整，調査分析，一般介護予防，
フレイル予防，地域支援事業，通いの場との調整（シニアクラブ，サロ
ン）

保健センター
企画，保健事業，関係団体との調整，調査分析，糖尿病性腎臓病重症化予
防事業，フレイル予防

介護福祉課
地域支援事業


